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議事に先立ち、今回会議の議事進行は河野タスクフォース・リーダーより事務局に託された。

４．議事概要

４－１．第1回国際連携タスクフォース議事録およびアドホック会議メモの確認

・第１回国際連携タスクフォース議事録（国際連携2012-2-02）および同会議の結果により開催したアドホック会議における検討のメモ（国際連携2012-2-03）の内容を確認した。

４－２．国際情報連携ニーズ調査について 

・国際情報連携ニーズ調査に関し、資料（国際連携2012-2-04）の概要説明を事務局が行った。

・同資料の日程によりバンコクを中心とし順次調査訪問を行う対象企業・団体等８件余の概略と、調査票（Ａ４版４ページ）構成項目毎の要点を事務局が紹介した。また、国内ヒアリングのための「国際取引の情報連携状況調査にかかる協力願い」の文書案の説明を行った。　いずれも概ね了解され、今後調整を行う。

・石油化学工業協会 CEDI小委員会の、国際EDIにおけるヒアリング調査の経験に関する概要紹介が行われた。

　－　調査対象企業内の答の集約を待つなど、回答が出揃うまでには約１カ月掛かった。

　－　外資系企業からは回答を得られなかったが、EDI化はしているようである。しかし、その具体的な内容は明示されていない。

　－　取引形態は、輸出／輸入、現地生産／現地販売、3国間サプライチェーンなどのタイプ別に定まっており、取引先の事情に合わせた業務処理を行っている。　

　－　IT化は、グローバル化の方向性を定めたものにはまだなっていず、取引先との情報連携などは図られていない。

　－　収集した回答から、あるべきIT化を推定することは難しく、グローバルサプライチェーンはどうあるべきかを見定めて、探ってゆくと良いと考える。

　－　ヒアリング調査の答はYes・Noのいずれかを選択する方式で、Excelを使用した。

・上述のCEDIの調査票を参考にして事務局が国内用アンケートを作成することとし、そのヒアリング調査実施時期は当初の９月予定が10月にずれ込むことが見込まれる。

４－３．国際標準化動向　　

・2012年7月29日の週にメルボルンにおいて開催された国連CEFACT手法技術PDA中間会議に関し、事務局が資料（国際連携2012-2-05）により報告を行った。

・同中間会議に先立ち、オーストラリアの電子ビジネス推進に関わる政府・産業界・ITベンダー等を招き半日開催された「デジタル経済と電子ビジネス標準の重要性」と題するパネル・ディスカッション（参加者: オーストラリア､オランダ､ノルウェー､ロシア､日本（事務局）のボランティアを含む約30名）についても、報告があった。

・国連CEFACTでは、標準仕様のバージョンアップの問題、複数のシンタックス（UN／EDIFACTとXML）のサポート辞書間の不整合､保守の遅延､旧態のままで意義を欠く勧告の散在等の課題が重なり､また、協力関係にあるISO（TC154およびJTC1）との作業の重複や矛盾の解決の必要性も指摘されている。手法技術PDAでは、国連CEFACTの新組織体制のもと、今回の中間会議でこれら課題の解決策を検討した。

・本年４月開催の第19回国連CEFACTフォーラムにおいて、「ビジネスプロセスとそのデータを対象とした､構造化データのオープン電子交換を可能にする国際標準フレームワークの技術レポート策定」プロジェクトがISO／TC154との合同プロジェクトとして開始された。双方のメンバーが電話会議により、国連CEFACTとTC154の標準個々の確認と評価を行い課題と勧告をまとめつつある。当PDAは今回の中間会議で国連ECEと国連CEFACT関係の15課題を審議し、CEFACTとTC154の役割分担に関し4勧告を検討､９月の第20回フォーラムでの議論を経て、10月のTC154総会でドラフト文書を公開し投票に付す。一方、国連CEFACT側の正式対応は2013年６月の次回総会を待つことになる。

・上記に関し、2012年７月24日付のTC154の文書「オープンデータ交換フレームワーク（ODIF：Open Data  Interchange Framework）」のIssueとRecommendation抜粋ページについて、資料（国際連携2012-2-07)により事務局が概要説明を行った。　

・中間会議検討の「コア相互運用性基盤ライブラリー－ 国連CEFACT成果物の改訂フレームワーク（CIFL：Core Interoperable Foundation Library）」に関し、資料（国際連携2012-2-06）「CIFL仮訳」により、事務局が下記の概要説明を行った。
・国際EDI標準は、国連CEFACT策定のUN／EDIFACT標準メッセージを中心に世界中で使われてきたが、インターネットおよびXMLによるWEBサービスの時代において業界単位（例．WCO､GS1､OAGI､SWIFT､UBL等）のデファクト標準の拡散が続き、業界間・地域間の相互運用性が困難になっている。また、国連CEFACTではその技術進歩と新電子ビジネスの進行に追いついていない。手法技術PDAでは技術進歩の早い業界単位のデファクト標準を尊重しつつ、中核となるコア・モデルを提供し相互運用性を助けるCIFL：Core Interoperable Foundation Library（コア相互運用性基盤辞書）を提案することとした。ビジネス領域間の相互運用性のための共有可能なコア参照モデルには、ビジネスプロセス、情報構造、データ定義、およびコードリストを含み、下記を満たすことを目指すCIFLがそれらを提供する：

①コア参照モデルのデータ定義は、現状のデータ辞書よりコンパクトかつ汎用的であること。②CIFLのコンテンツは、技術進歩に左右されずに長期間安定していること。③CIFLに全てを収納するのではなく、実装において拡張（Extension）を基本とすること。④多くの異なる領域で、Extensionをしながらコアの再利用を促す。⑤Extensionされたコアは、更に特殊化された領域で準コアとして再利用される。⑥CIFLは意味情報中心（Semantics）であり、IT技術（例．XML）の選択は実装者が選択する。⑦CIFLのコンセプトは、多者間における整合化ではなく個別組織へのカストマイゼーションである。

どのようにコアを設定しExtension手法を確立するかが鍵であり、また、コアとExtensionされた準コアは実装モデルを含め階層関係にあるとともに、多数のモデル（コア、準コア、実装）を管理する必要が生じる。そのため、それら拡散するモデルの在り場所と属性を管理するレジストリの仕組みも必須である。

手法技術PDAの考え方は、SIPSが進める国際／業界横断EDI仕様と同一の方向にあり、SIPSは同PDAと当コンセプトの実装に向けて注力してゆくべきと思われる。

・上記CIFL 対訳資料の29ページに､国連CEFACT、ISO／TC154、ISO／IEC JTC1の間の作業分担勧告の図解があり、概略が説明された。

・なお、CIFLについての意見・要望等のコメントを９月7日（金）までに事務局に寄せ、事務局が取りまとめて手法技術PDAに伝えることになった。　

４－４．アジア動向　

・2012年11月19～22日､テヘラン（イラン）において開催予定のAFACT会議に向け、AFACT Year Book 2012（年次会議毎に発行）への収録用に提出することになる下記の２文書に関し、事務局が資料（国際連携2012-2-08）の概略説明を行い、了解された。

－　AFACT各国報告のうち日本報告の一部として提出の、サプライチェーン情報基盤研究会SIPSとその活動に関する文書 “Section II、2.1.3 Supply Chain Information Platform Study Group”

－　AFACT技術手法委員会の報告文書

・UNNExT活動の関連情報としてESCAP Trade and Investment Division発行の “Regional Organizations Cooperation Mechanism for Trade Facilitation Newsletter”　３月・６月各号を、資料(国際連携2012-2-09・10)により事務局が紹介し、そのうち刊行物を紹介しているページの説明を行った。　

・同ページには刊行物の標題と紹介文に続きダウンロード用サイトのURLが示されており､各位の参照が簡便となるようNewsletterコピーの配信を事務局が行う。

５．今後のスケジュールおよび次回会議

・以下の今後のスケジュールを事務局が伝えた。

９月10日 ～ ９月14日
国際情報連携海外ニーズ調査（バンコク）


９月17日 ～ ９月21日
国連CEFACTフォーラム（ウィーン）

　　９月26日

第２回メッセージング基盤タスクフォース
会議

10月30日 ～ 11月 ２日
国連ESCAP  APTFF/UNNExT（コロンボ）


11月19日 ～ 11月22日 AFACT/EDICOM（テヘラン）

・上記の日程等から、当タスクフォースの次回会議を下記とすることとした。　

国際連携ＴＦ  次回会議：　 10月２日（火）　14：00～17：00
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国際連携2012-2-03　国際連携TFアドホック会議メモ
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国際連携2012-2-05　国連CEFACT手法技術PDA中間会議報告
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